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秋田県には数多くの埋蔵文化財カ します。埋蔵文化財につい

ては近年の

め

開発に対処して、より詳しく遺跡の性格を知る

とされており、 の守合なし
r
f
}

とし 西山

えlj和聖子ノく秋田

イパス、東北横断自動 線協和インタ

内と東二!と横断自動車道秋田線、

の遺跡範回確認調査の結果をまとめたものです。これらの

和60年度に開発卒業カt予定される区域内にあるものもあり、

埋蔵文化財保護の立場で対処していきたいと考えておりますっ

になりましたが この調査に多大の御協力をいただきました

関係各機関に厚く御礼申しあげるとともに、今後も埋蔵文化財の保

に御援助くださいますようお願い申しあげ、ます。

昭和 60年 3 月

秋 田 県教 育委 員会

教育長斎藤 長
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1 .本書は昭和59年度1二秋田県教育委員会が国庫補助を得て実施した、遺跡分布誠査と遺跡範

問確認調査の結果をまとめたものである c

手.遺跡分布調脊は JTI樫泰時、永瀬福男、大野憲司、熊谷太郎、柴田陽一郎、小林克、

夫、遺跡範囲確認調査は桜田隆、柴田!湯官IS、 史、小林克、鈴木俊男がH:l.当した。

3. *ffli柴は主に情本高史が行ったが、本文中の調査結果は一上記1D_竺1 したものである。

4. 上谷地中遺跡の段拓ー実測は柏谷愛子、 1mil事え 1)子、

行づた。

皆川

5. 本書に使用した地!;;?li土、 5万分の l地形図、日本道路たi立111JI

局秋社i 1 t由形[~;ZJ 、 2 h 5子分の l地形図、羽後町作成 5

万分の l及び 5干分の l地形凶などである。

6 .雄勝郡(5町村) ・平鹿郡(7 fflJi寸)の遺跡分布調査を実施した。その報告は後に遺跡分

布地図として発行する予定であるので、ここでは省略した。

7. 本調査には次の機関からご協力いただし 1た。

鹿角市教育委員会

秋田県鹿角

秋田

西仙北町中央公民館

町本道路公団組i

羽後町役場総務課

羽後町教育委員会
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第 i輩は じ めに

昭和59年度の遺跡分布調主は、西山農免農道、秋田県立中央公岡青少年教育ゾーン、一般国

道13号式Ij和野ノ〈イパス、東北横断自動車道秋岡線協和インターチェンジ関係について実施した。

また、遺跡範問確認調査は、東北!黄断向動車道秋田線、県立羽後高等学校建設予定地に係る

8j貴闘;の調査を実地した。

調査は秋田県教育庁文化謀、秋田県盟蔵文化財センター、鹿角 )j)j 

後町役場元西支所の職員 しf二。

立 § 

遺E事 雲母

第 1節 E存分布詰i

1 .調査の目的

されている農道、高速自動車道、国道、公国等の区域内を踏査し、遺跡の有無を

確認し、盟蔵文化財の保護策を講ずるものである。

2. 調査主体者

秋田 ぷ〉、
ヱ工

3.調査対象地域

西山農免農道(鹿角市)、秋田県立中央公閤青少年教育ゾーン(雄和町、河辺町)、一般国

道13号メIj和野バイパス(西仙北町、協和田T)、東北横断自動車道秋田線協和インターチェンジ

(協和町)に係る地域を対象とした。

1 



4. 

秋田県教育庁文化課 、王
H

字

秋田県上山富文化財センタ tl: 男
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十+ 熊谷太郎

文化財主半 柴田防一郎

文化財主事 IJ、林

成角市教育委長 、王 秋元信夫

5 . 

計画路棋の範i羽内をi立物の表 して、 j宣E亦グ)fj庁-右二を及 ヴ戸

勺「
」

， .. I?....・へ_'.-./ーに--......_ - _/.ノ1N .... 
1，/'，-，"，/ ......'"ペ

/ 

，-'¥ 

昭和59年度詳細分布調査実施個所
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2節 遺跡範間確認調査

1 . 目的

開 f系る ~ し、埋蔵文化財

の{社設。 f米存之子市t与するものである。

ム‘

秋[11 (日令ー

36 詰i :古1 戸、

初、(f11 J、 一一一 文化財主 結EH i在

文化財 柴田

丈 化 財 {喬木 史

文化財主 ノト林

羽茂町役場元fJEiJi)苛 在 主官

4，調査対象地域

東北横倒;白

i寸象とした。

回線(河辺町)、 (羽後町)に係る地域を

5. 誹i杏の

(1) 表 及び発掘調査( までの掘り下げ)を行い、遺跡の

広さ.i菜さ及びその時代と性格などを マ』
Q

(2) 調存期間は 14~24 日間とし、その期間内でできる限 f) 発掘出需を面的に!よげ、て

認に努める。

(3) 地形図は開発部局などで作成し きな縮尺図面のものを使用し、新規に

わない U

(4) 遺構・遺物の有無、 などを L る。 と発

(5) J:!ljしたj丘切な調査を

、っ
一
寸

J
4
4
1
 

J
U
 

ル」九品実の構議
一
。

て

る

わ
)応掘状況の写真は必ず撮影する。また、
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3 調 章表

第 l節 遺跡分布

西山農免農道関係

十調査期間

昭和59年6月26日・ 27日、昭和田年12月3日・ 4日

2.調査担当

~~II寺、 和(7己 i三夫

3.犠認遺跡

鹿角市丙山農免農j立は米f仁川のたj~~: を米代 I11 に沿って走る全長6.5krnの農道である。南の起点

は尾.L?f(O)北 hギJ1 km (7)λ{呆1-[1掃で、そこから白地にのぼり北に走って神田の西側陪道 103

tJj{に王る全長6，515111の道路である

この計画路続上を最初昭和田年 6月26日 .27日に踏査して遺跡の有無を確認し、この時遺跡

か否かはづきりしない地践について同年12月3日・ 4日坪掘りを実地して経認した。

( 1)中畑遺跡 鹿角市花輪中畑

遺物'Gよ含地神田沢川と花軒田 I11に挟まれた標高 170111の台地南西部にある。台地は西側に

向って緩斜面をなす A 試掘した結果 北側では地山まで50cI11 南側で 110cmあり地点により

さが異なる。 遺物は弥生土器片、縄文土器片、不定形石器がある。現況は

(2)太田谷地館跡 鹿角市花輪字太田谷地

神田JlIと花軒田川に挟まれた標高150m~ 170mの舌状台地の東南端にあたる。空壕と

で区切られた三つの郭を確認した。この館跡はさらに西側へ広がる可能性がある。北西に高

屋館跡があり、それとの関連も考慮する必要がある。現況は山林、原野、

(::l)用野呂 }II向 I遺跡 鹿角市花輪千:用野白川向

遺物包含地。米代川と花軒回}IIに挟まれた起伏の多い標高約 193111の山地尾根部分にある。

馬の背状に延びた平坦部と東西に延びた緩斜面が遺跡の範囲と考えられる。出土遺物は縄文

時代後期前葉の土器片がある。現況は山林。

(4)用野自JlI向II遺跡 鹿角市花輪用野田 I11向

遺物包含地。米代川と花軒出JI!上流の堤ノ沢とに挟まれた標高 205mの山頂部とこれから

南西方向へ延びた緩斜面iが遺跡と考えられる。出土遺物は縄文時代晩期・弥生時代の土器)¥.





í!\i山~免縫ilII鑓係

がある。現況は側地。

(5)局野目川l向111遺跡 !晶角市1E給用聖子闘 川向

23物包含I也。永代川と1記事f悶川によってi東まれた阪商 20001の丘陵商事十削が遺跡で、南北

に延びるJ.ï! IlU一部と l重朗IJ%if闘がその車II聞と々えられる。泊二七jE物a縄文二|二銭片.弥生ニt~片 、

_(:目前線凡ーなどがある。現況は畑地。

(6)格忍沢遺跡 JA角iIijd，品字犠{!.iH

造物包含I也。 米代川 tiiドの総~ 177川のf.tli'.1こにある。高J飢餓の南側に披していることか

ら、f，.Js高とのI制連LA号え られる.出J'，"111ヰlj(j縄文ニ1:T.ii)!"，陶器日ーがある.現況はよf'担でl原n.

~H()也

(71Z島屋館跡 JN.向市1i::憐サー航今 il~ (悶知l遣問・】

米(.~川と花申fEB 川とに挟まれた南北に征ぴる晶状tìJ制t織に，1， i.>干I.lI械である。様尚 150

m 前後の内1司hを利m した多郭i!&iï式め総湖・で、そのJ1:さは南~t380m ‘ 東問50001 liどある。

tB -t:泌物~jffi減部から縄文時代後期のご".総片があり、縄文l時代後JtlJの遺鈎・円存.{E(，考会えられ

る。lJi.i光1:1山林、 畑地、来的隠し

(お)高瀬館跡 総角 I打lE給与岨H.il~ . 字i踊館、守'J、海沢 (周知遺跡}

米代川に蘭した段丘上にある。4'山城で広さは南北1，000m、東西160mの多郭式の館跡で

ある.出ニlニi芭物li土曲1;機片.現況はl.I.i林、畑j也、原野。

中畑遺跡出土i量物

- 6 -



11'"白川向In，ilJt.

用野目川向凹遺跡遠景

用野目川向lU遺. 霊穴状i量締
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用野白川向11遺跡出土造物

ミー-J 43 

用野白川向11遺跡出土造物
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ltI野阿川向111、場1&.訳iJlB鳴

歯
品盟

に3
用野田川向日l遺跡出土遺物

臨

宅草eジJ

地忍沢遺跡出主遺物
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"m"明向 I• .‘陣館，高画鎗嘗

選議

用野自川1向 I遺錦出土造物

高屋館続出土造物

『認可

回

Z臨調園館跡出土遺物

- Jl 



市少年教育ソーン聞係

秋田県立中央公園青少年教育ゾーン整備事業関係

1 .調査期間

2.調査捜当者

3.確認遺跡

昭和59年 12 月 3 日 ~12 月 6 日

熊谷太郎、 柴田陽一郎

(1)軽井沢A遺跡 河辺郡古同日町椿川字軽井沢52番地

(2)軽井沢日遺跡 河辺郡雄和町椿川宇軽井沢48番地

(:3)軽井沢C遺跡 河辺郡雄和町格111字軽井沢32番地

遺跡は岩見川と雄物川が台所iする三角地にせり 111

1た丘陵のはほ中央に位

る。標高は 11011l 0 現況は牧草地である。確認された遺跡は 3か所で

A 遺跡と B遺跡は同一丘陵上に、 C遺跡はそれよりさらに 100m東方に下

った丘陵地の裾部、緩斜面に位置する。確認された遺構、遺物は、 A遺跡、

から焼土遺構 2基検出。 B遺跡からは石器が 5点出土。いずれも細片で、

ブレークの類である。 c遺跡からはTピットが1ns輸出。確認雨で長軸 1.7

m、短期h0.4 mの長楕円形を呈する。その他、遺構に隣接して縄文土器片

が l点出土しているのこれらの事;から、いずれも縄文時代に属する遺跡と

推定される。土層は、 A遺跡及びB遺跡では、過去に耕地整備が行われ

たため、表ニi二層を中心に人為的な撹乱を受けている所が多い。又、削平や

盛j'，も一部でなされ、地形もある紅皮変容していると忠われる。現状では

1 )習が黒色二i二(5 ~ 7 cm) 0 2層が黒色土を部分的に混入する褐色土(5 

~20cl11)で、この層が欠除している個所もある。 3 層は地山層。 c遺跡は

1 層が黒色土 (8~10cm)o 2 層が黒色褐色土 (10~13cm) 0 3層が地山

層。各遺跡共、 2層下位から地山間にかけて遺構が検出されている η

- 12 -
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えIJfJllJ'i"ノ、イノ、ス|勾i，f，

一般国道13号式Ij和野バイパス改築事業関係

1 .調査期間

2.調査姐当者

3.確認遺跡

(1)遺物表採地点

H日和59i:f'-12月3日

永福男、 小林 克

以下に掲げる 2地点は踏査によって遺物が表保され、造跡として発掘調査を必要とした

よ也点であるの

Nn 1 ......協和!日lJlll争古川芦沢通29番地

「秋田県の中世;域館」に収録された の一部。 lilJr，突出

した所諸相馬の背ひ状の台地上に る。表味違物の時期は縄文時代後

期。

No， 6・・・・・・匹i仙北町えIj手LI野守:笹原台31、~38番地の 2

「秋田県跡J也[2:1J交誌の上ノ台遺跡(登録番号 604) と大佐沢を挟ん

で東方 500111に位置。大佐沢東1H1jのf;地内tiijのず1"'[犬の白地。現況は水問、

畑、杉林。表J采遺物は縄文時代に属する。

(2)試招調査を必要とする地点

No， 2 ......西仙北町えIj和野+川口 5番地の 3

と北ノ沢に挟まれた台地の突端。南へ緩く傾斜する地形をもっ O 天

理教建物の南側部分。現況は杉林と水田。

o No， 3 .，....西仙北町メIJ和野字LLi北ノ沢22番地

北ノ沢と持ヶ沢に挟まれた台地の丙却し南及び東側は綬傾斜面となる。

現況は畑地。

o No. 4 ......西仙北町刈和野づっ込山 6 4、7番地

北ノ沢、大佐川によって挟まれた台地の西部。北側は丘陵。現況畑地 Q

No，5 ......西11[1北冊};<!j和野宇山堂ヶ沢 6番地の 1

北ノ沢、大佐沢によって挟まれた台地の東部。北側は丘陵。現j兄は雑木、

ススキ等の生える荒地。

以上の 4地点は踏査によって遺跡の占地の可能性が強い地形をもっ地点と認められたが、

改めて土地所有者の承諾を得て試掘を行い、遺跡か百かの判別を行う必要がある。

- 18 -
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協和インターチェンジi努{系

東北横断自動車道秋田線協和インターチェンジ関係

1 .調査期間

昭和59年 7月初日

2.調査指当者

大野

3.確認遺跡

上ノ山口遺跡 (A).…・・仙北郡協和町中淀川字千着上ノ山

館野遺跡 (C)…・…{jJj北郡協和町中淀川字館野

確認した遺跡は A、Cの 2か所である。 B、Dについては試掘等を行え

なかったので遺跡であるか否か不明である。 Aからは縄文時代前期の土器

片とお器(次ページ写真の 1)、 Cからは縄文時代の石器と土器小破片が

出土している。

第 8図 協和インターチェンジ内遺跡位置図 S =1/50，000 

F
h
d
 

つω



l的 11111.館野ilI冊

トベ
己注 〆

出土遺物

- ~6 -

守

h 二..i， 

... 

f 

2 



I I山口鱒軒祖glf

遺跡湾最

-27 -



当ふ|じiW{附i1:11r)]JI(j立IYoJf系

第 2節遺跡範囲確認調在

1 .東北横断自動車道秋田線

(1) 調在地区の概要

東北横断自動車道秋田線関係の遺跡分布調査は、昭和58年度までにほとんど終了しており、

本年度の河辺町地区の範囲確認調査は、その結果をふまえて実施したものである。

河辺町地区の路線は、雄物川のー支流である岩見川中流左岸の河辺町戸島及び松持IJ地区の

段丘(七曲台)J-_Iこ し、台丘のはほ、南・西端部を通過する。その路線上には松木台III遺

跡、石坂台N~立遺跡の 7 遺跡が所在する。

岩見JII左岸は河岸段丘の発達が顕著で、七由台では下段から赤平問、新大張野雨、古大張
(設)

野而、椿台面、高位III面と呼は'llる段正面がある。 遺跡は下位から 2番目の新大張野面に松

木台III遺跡(標高約40111)、 3番目の古大5長野面に石坂台VlII.IX遺跡(標高約45111)、 4番

目の椿台面に石坂台N~四遺跡(標高約60m) がそれぞれのっている。遺跡の現況は松・杉

林が大部分で、他に畑地、牧草地があリほとんど平盟面となっている。

本路線の北隣に七山臨空港工業団地がある。ここには旧高器時代から古代に至る 12の遺跡

があって、昭和58・59年度の 2ヶ年にわたって発掘調査が行われた。

詑室田 弘「岩見)11流域の地形発達について とくに段丘地形の考察を中心として」

秋田県教育研究所年報

(2) 調査の概要と結果

調査期間 昭和59年 9 月 11 日 ~9 月 28 日

担 当 者 柴田陽一郎 小林 克

第 1表 東北横断自動車道秋田線河辺町地区範囲確認調査遺跡地名表

在千号 遺跡名(遺跡若干サ) !日j立跡日 P片 f-ic I也 路線内面桔 時 {に

1 干it反台N (No31l 干it反台 I 河辺 IJIj河辺町戸Hh字七111111士Iifi271他 2，OOOm' 京地 文;

】" 
(It):'Z台 V (No，32) T0&ti n 河辺II日河辺町戸II;/jry-:七[11]石坂三i247flli ;地 _;;ζ 

つ0) 行lkXti羽 (No，33) 行収合1lI 河辺郡河辺町戸山'T七11111111:2:fi 233 f也 2，640rn' ~埴 立;

4 石坂台刊 (Nrd4) 千'J-:l;反r'=iN 河辺郡河辺町戸出字七山石li.i台2141也 4，OOOm' t組 文

5 fi1jι台vm(N()35) 石以台 V iiif JJllll; inf ，iιmJr二五出寸:七山 fl' tji fi 1 fj8-:3 flli (-j，8801ll' 4屯 一又;

G :rilJifi IX (No.36) 1i:lf.z-FiVl 河辺郡河辺町戸島'1":七i出台285-1 4，768m' 4池 丈

7 松本fi[l[ (N(d7) 松本子i I 川 ; 河 辺 町 松 山 7，960n1' IEIち石，子ぐ一・器 ・ 縄文

(付記)J二表に新旧の遺跡名があるが、これは分布調査の際に定めた遺跡名が、隣接の七曲臨空港

工業団地内の遺跡名と重複しているため改正したものである。今後はこれを正式名とする。

28 





干iJ)Z古 IV. V i立跡

お土度合N遺跡(遺跡N().:31) 

ト遺跡の立地と現況

遺跡は台地の南東端にら1:置し、標高は約61111である i宣跡の束尚には谷が

人 1) 込んで、南は急斜面となり、下には沖積地が広がる。比古i手は 20~25111

である。 遺跡JJUJLは、縁辺部に松;十本や雑木林があり、中央の平坦吉[jは牧草地

となっている。 遺跡の中央ーから

2. 範臨@時代@性格

出土造物は、縄文時代の石器類で、争Ij片、指器などである。検出遺構は、

けに農道が横断している。

、炭化村の詰った土墳である。

3.土層(深さ)

遺跡の悲本土層は第 I層から第III層までである。第 I層黒褐色土は牧草地

造成の際に既に自Ij平されており、第 n 層暗褐色土が20~25cmあるだけで第凹

(地山)となる。

石坂台V遺跡(遺跡Nn.32)

1 .遺跡の立地と現況

遺跡は台地の南東端に位置し 西と東に谷が入り込み 北から南にわずか

に傾斜している。 遺跡地内の標高は約60111で、今回の調査地は南側に舌状に

張り出した部分である。現況は牧;草地となっている。

2. 範l!D=時代@性格

分布調査では、遺跡の範間内に入っていたカ 、i立構は検出さ

れず造物も出土しなかったので、この部分はi出掛から除かれる。したがって

路線内の充掘調査は不安となるハ

3. 土 i肇(深さ)

j立跡の法本土居は第 1J百から第 III 層までである。5f~ 1 色土は牧草地

造成のi禁に日正に削平されており、第nJ吾

*ii質十ー (J也LL!)となる

厚25Cll1で第III層色

ハUつU
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第11図 側責個所、現況図 10印ーi射再検出または遺物出土地点)

石坂台W遺跡現況 (~tから}
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石士Jj_2iVJ・VIJjjJ腕、

石坂台羽遺跡(遺跡NO.33) 

1 .遺跡の立地と現況

遺跡は台地の南東端に位置し、間と束に谷が入り込み、南側は緩斜面とな

る。遺跡地内の標高は約61mで、今回の調査対象地は南側に舌状に張り出し

た所である。現況は杉林と畑地である。

2.範囲・時代・性格

調査の結果、南西端から縄文時代の磨製石斧が出土した。畑地部分は耕作

物があったので調査できなかった。

3.土層(深さ)

遺跡の基本土層は第 I層から第III層までである。第 I層黒褐色土は既に削

平されており、第 II 層 H音褐色土が層厚1O~25cmで第 III 層黄褐色*tÎ質土(地 ÚJ)

となる。

石坂台VlI遺跡(遺跡NO.34) 

1 .遺跡の立地と現況

遺跡は台地の南東端に位置し、東に谷が入り込み、南は比高差20mほどの

急斜面となる。 遺跡地内の標高は約61111である n 北西には遺跡を分断する農

道が走り、その西は比高差10mほどの斜面で、一段低し、段正面となる。現況

は杉林で、地形は平坦である。

2.範囲ー時代・性格

遺物は縄文時代の土器が出土し、遺構は同じ縄文時代と考えら hる3主主の

土墳である。

3.土層(深さ)

遺跡の基本土層は第 I層から第III層までである。第 I層黒褐色土は層厚15

~25cm 、第 II 層暗褐色土は20~25cmで第III層黄褐色粘質土(地山)に達する

が、第II層が部分的にない所ーもある。

- 32 
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第12図
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調査E鋼所、現況図 (0向l一途総検出または遺物出土池点)

石坂台vl遺跡 現況 (北から}
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右坂台W遺跡上..( ~tから )
下土場検出状況
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右4置台¥'Ii進路上土繍検幽状況
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イ，-.lIi:fiVlIli立lP1f

石坂台vm遺跡(遺跡No.35)

1 .遺跡の立地と現況

遺跡は台地の北端に し、 と北西に比高差15~20 1l1の呑が入り込み

南西は急斜面となる。 遺跡地内の標高は約46111である。現況は杉、雑木林と

なっており、平:!;Rである。

2.範囲・時代・性格

調査の結果、出土遺物は西側で縄文時代の石匙、土器が出土し、西端で 2

基の土j窟を検出した。東側では小沢を隔てて舌状に張り出した所で、縄文時

代の土器が出土した。中央部で遺構、遺物は確認されなかった。したがって

路線内の調査地点は西と束の 2ヶ所に分かれる。

3.土 層(深さ)

遺跡の基本土層は第 I層から第III層までである。第 I層黒褐色土が層厚20

~30cm、第 II 層時半品色土が 5 ~30cm で第 III 層貰褐色粘質土(地山)となる。

路線内の東側にある沢地に近い部分では第III層は灰褐色となる。

黒褐色土

晴褐色土

援物黄褐色土

16... 

時。事35

-⑨-

第13図 調査個所、現況図 (0印一遺構検出または遺物出土地点)
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訂版台咽JIII't'

石坂台vm遺跡上舗蛮風景
下士層推積状況
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石坂fiIX遺跡

石坂台立遺跡(遺跡No.36)

1 .遺跡の立地と現況

遺跡は台地の北西端に位置し、北から東に比高差18mほどの谷が入り込み、

南西では綬斜面となり、 1段低い段丘由ーに至る。遺跡地内の標高は約43mで

ある。現況は杉林、原野で、平坦である。

2 範囲 e 時代ー性格

、遺物は縄文時代の土器や石器の最Ij片が出土し、遺構はゴニj虞2

基を検出した。

3.土 層(深さ)

遺跡の基本土層は第 I層から第III層までである。第 I層 色土が層

-25cl11、第II層暗褐色土が15-30cl11 III層貰ー褐色粘質土(:1也LL!) となる。

西の斜面下で第四層は灰褐色となり、湧水もある。

黒補色土

議議議暗褐色土

務後黄褐色土

，. 

'LIIITτHU 

1・

1m 

第14図

<(~) 
l'Z ltl'; (.，. I 

c. ，，' 
J 、(

@ 

件???m-

ji:Jt〆〈/-1
調査個所、現況図 (0印一遺構検出または遺物出土地点)
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引興支狗IXiti:.. 

石級台収遺跡 上 選最 (東から )

下土場検出状況
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松木台llIi立跡

松木台III遺跡(遺跡No.37J

1 .遺跡の立地と現況

遺跡は台地の西端に位置し、北は比高差26mほどの急、崖となっており、台

地の裾を洗うように岩見)11が西流する。遺跡地内は標高40mで、現況は杉林

で、平担になっている。

2.範囲・時代・性格

調査の結果、遺物は旧石器を作る際にできた剥片や残核、縄文時代中期の

土器の他、平安時代の護形土師器、杯形黒色土師器が出土した。遺構は平安

時代の住居跡(?) 1軒、溝 1条の他、土墳 l基を検出した。

3.土層(深さ)

遺跡の基本土層は第 I層から第III層までである。第 I層黒褐色土が層厚20

~45cm、第 II 層暗褐色土が20~30cmで第 III 層黄褐色粘質土(地山)となる。

南西端では第 I層が 1m 以上の所もあるが かつては小沢となっていたので

あろう。

黒褐色土

緩警護暗褐色土

復縁黄褐色土

。

1m 

/J ¥ 

""" 

910・

;:ヘ下一;ヤ「-¥
¥ 

'" 
;1/ 

第15図 調査個所、現況図 (0印一遺構検出または遺物出土地点)

- 41 -



~~吋，剛造秤

松木台III遺跡 上 遺.(北市・ら)
下 l日石総出土状況

-42 -



下評

2 3 

議参5 7 

F嘗'!酬、，
.'笛

. ー・ -}七、L 4 1'44『もー'酔l.E-v，a 』 aU-唱. ・
、九 ふて.A， 

'・ ニ必・. . 拘

10 '同'
11 

12 
P 

笹本台'"遺跡 上住居跡 (? )内カマド検出状況

下 出土造物 1-" IFI百絡， 5-8縄文土r;

9-12よ邸器

- 43 -

後守、白...湾

d 

8 



;J;Jl圭ii.4校JZ]ぷ j二定地Il，flf系

県立羽後高等学校建設予定地関係 上谷地中遺跡

1 .所在地

雄勝者1)羽後町大戸宇大戸 1番地他

2.菌積

60‘917m' 

3.調査期間

昭和59年 6 月 llB~6 月 30 日

4.調査者

桜田 降、 橋本高史

5.遺跡の立地と現況

雄物川水子、西馬音内川によリ形成された西馬音rJq扇状地のはほ中央部に

置する。標高は約80mで東{則が若干低くなっている。現況は水田。

6.範囲・時代・性格

工事予定区域内全域が遺跡であり、その外にも範囲は広がっている。検出

遺構は縄文時代中後期!の埋喪3法、後期jのi配布'遺構が39基て、ある。控室去のっ

ち中期jに属する 2基はその周囲に20cI11程の石がー廻らされていた。配石遺構は

調査地の北西部から調査地外の10，000m'の範囲に及んでおり、その一部約700

m'を精査した。配石遺構は巨際:中心のもの (SQ04・23など)と細喫中心の

もの(S Q 15など)などいくつかのタイプがあり、タイプごとにまとまって

分布する。出辺からは後期の土器とともに土偶、石、円盤状土製品等が多

出土した。また、任 105cI11X 95cI11、深さ20cI11松の土墳の縁辺部に土器を

担iらした遺構も検出された。各時五J1毎の遺物分布状態は第38図のごとく

のずれがあり、今回主に発掘した箇所は後期中心の匿域である。 遺構外遺物

は縄文(I~I~I ~晩期)・弥生・平安時代のものがある。

7.地窟(深さ)

東部は 1 耕作土 (15~20cl11 )、 n:黒色土(10~ 15c叩)、 m:青色粘士

(30~ 50crn) 縄文中期遺物包含層、 w: シルト質粘土 (30~60cl11 )、 v:砂

質粘土(0 ~80cm) 、 羽砂際)記。北岡部は 1 耕作土(lυ~20cl11 )、 n: 

青色料i質土 (10~ 20cl11)縄文晩期遺物包含層、国α: 黒色喋j昆リ粘土 (30~40

CI11 )縄文後期遺物包含層、配右遺構検出層、 m: 青色粘質土 (40~50仁:111 )縄

文中期遺物包含層、 VI:砂磯患。

- 44 -



土谷地中遺跡

医23範囲確認銅賞実施区犠仁コ推定遺跡範囲

第16図上谷地中遺跡位置図
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第17図 よ谷地中遺跡新旧地形図及び土層断面図
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